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あ　と　が　き
　村尾先生のお言葉の中に今日の血管分子生物学進歩の
一つのきっかけとなった発見は古典的な実験室のデータ
ーから生まれたとありましたが，私も近年，医学や，あ
らゆる分野の進歩発展はめまぐるしく，また素晴らしい
ことだと感じています．が，そこには又，拒否反応も多
くあるように思います．よく耳にする言葉の中で，若者
の間にはマニュアル人間が多いと聞きますが，そんな目
で周りを見渡すとなるほどコンピューター等だけではな
く医学の分野でも最新の医療機器の導入と共に，マニュ
アルが多くなり，自分で考える機会が極端に少なくなっ
ているように思えます．私は，医学は自分で考え工夫す
ることが一番の基礎と信じております。現在の病気があ
る程度クリアーされたとしても，また新たな病気がもぐ
ら叩きのもぐらのように出ている昨今，やはり進歩の激
しい研究教育機関ではマニュアル的医療も必要ではある
が，その上に常に疑問を持ち，よく考えるということが
今まで以上に大切になるのではないかと思い，日頃の学
生達の会話の中にもマニュアル人間が目につき気ずかっ
ております．いかに文明が進歩したとしても，その中で
人間は常に原点をみつめ，それを見失ってはいけないの
だという村尾先生のお考えに勇気を持った思いがいたし
ました．　　　　　　　　　　　　　　（山澤靖宏記）
幹事会要旨（平成2年9月）
1．第126回医学会総会のシンポジウムのタイトルが
　「本学における臓器移植の現状と将来の展望」に決
　幽した．
2．編集状況について報告があった．また巻頭言の執筆
　者は，医学関係以外の人でもよいことが再確認され
　た．
3．バロン客員教授に9月1日付で「東京医科大学雑誌
　英文校閲者」として辞令を交付したことが報告され
　た．
4．於保評議員の後任として臼井正彦教授が選出された
　ことが報告された．
5，新たに選出された評議員の承認を得るため，11月
　10日に評議員会を開催することが決定した。
6．本会が日本学術会議の学術研究団体として登録され
　たことが報告された．また推薦人として，登坂副会
　長を届け出ることになった．
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